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研究成果の概要（和文）：新しい医薬資源を開発するため、インドネシア・ティモール島西端（ク

パン）、ビアック島周辺およびフローレス島マウメレ地域のサンゴ礁域において、底生海洋生物

２７９サンプルの採集を行い、生物標本として保存すると共に抽出エキスを調製した。さらに、

水中写真を基にした、生息分布状況、生育環境、形態的特徴に加え、生物活性試験の結果と産

生成分の情報をまとめ、これをリスト化した。また、海砂や海洋生物から分離した真菌１４０

種についても、同様なリストを作成した。 

 
研究成果の概要（英文）：To develop the new medicinal resources, we collected 279 samples 
of benthonic marine organisms in the coral reef of the west side of Timor Island (Kupang 
area), the around of Biak Island and the Flores Island (Maumere area) at Indonesia, and 
prepared the specimen and the extracts from the collected samples. In addition, we 
prepared the list of samples, which contained information of the distribution, 
environments and morphological characteristics based on the pictures of marine organisms 
under the water, results of the bioassay and the active constituents in the samples. We 
also have prepared the list of 140 kinds of fungi isolated from sea sands and marine 
organisms.  
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１．研究開始当初の背景 

 海綿やホヤなど底生海洋生物や海洋微生

物が産生する生物活性物質には、特異な化学

構造を有し強力な活性を示す化合物が多い

ことから、新しい医薬創製のためのシーズと

して、またそれら活性物質の標的タンパク質

や遺伝子が明らかになることで、新たな創薬

の標的分子が見出されることが期待されて

いる。インドネシアサンゴ礁域には豊富な生

物種が生息しているが、それらの生物種の分
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布状況や産生される生物活性物質に関する

情報はほとんどなかった。また、自然破壊も

年々進行しているのが現状であり、新たな医

薬資源が確実に失われつつある。 

 

 

２．研究の目的 

 本研究では、これまで情報がなかったイン

ドネシアサンゴ礁域における、生物種の分布、

生育状況に関する情報を収集するとともに、

底生海洋生物や海洋微生物由来の新しい医

薬資源を開発するため、その生物資料の採集

を行うことを目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

（１）日本（大阪大学、琉球大学）・インド

ネシア（ランプン大学、ディポネゴロ大学海

洋研究所）両国間の天然物化学者を中心とす

る共同研究チームを形成し、スキューバダイ

ビングによる底生海洋生物の調査・採集を行

い、調査地域での生物種の分布・生息状況に

関する情報を収集する。採取した底生海洋生

物は、その生物標本を保存するだけでなく、

水中写真をもとにして、生息分布状況、生息

環境、形状・色等の形態的特徴を整理する。

また、採集した各底生海洋生物の抽出エキス

を調製し、これを抽出エキスライブラリーと

して、構築した生物活性スクリーニング試験

を実施し、得られた評価結果と化学分析した

産生成分等の情報もあわせて整理する。さら

に、海底土壌サンプルや採集した生物サンプ

ルから種々の培地を用いて海洋微生物を分

離し、それらの培養物の抽出エキスのライブ

ラリーを構築する。 

 

（２）平成２１年度は、ティモール島西端の

クパン地域を、平成２２年度は、ビアック島

周辺を、平成２３年度は、フローレス島マウ

メレ地域を調査地域とした。 

 

（３）生物活性スクリーニング試験について

は、以下の特徴を持つ５つの試験を実施する。 

①血管新生阻害物質：ヒト臍帯静脈内皮細胞

（HUVEC）に対して、選択的に増殖阻害活性

を示す化合物をスクリーニングする。 

②低酸素環境選択的がん細胞増殖阻害物

質：がん細胞の増殖、転移に関与し、化学療

法や放射線療法に抵抗性を示す低酸素適応

がん細胞選択的な増殖阻害物質をスクリー

ニングする。 

③細胞周期阻害物質：CKI プロモーターにル

シフェラーゼ遺伝子を融合したプラスミド

を導入・安定発現させた形質転換細胞を用い

て、CKI プロモーターを直接活性化できる化

合物をスクリーニングする。 

④細胞接着阻害物質：がん細胞が接着する足

場となる fibronectin でコーティングした

96-well プレートを利用して、細胞毒性を示

さず、fibronectin プレートへのがん細胞の

接着を阻害する化合物をスクリーニングす

る。 

⑤抗結核物質：検定菌を低酸素条件で培養す

ることにより、抗結核薬 isoniazid に抵抗性

を示す潜在状態を誘導し、潜在状態でも抗菌

活性を示す化合物をスクリーニングする。 

 

 

４．研究成果 

 平成２１年度は、ティモール島西端のクパ

ン地域を調査地域として、周辺沿岸１０箇所

で調査を行い、合計８２サンプルの底生海洋

生物の試料を得た。また、同時に採集した海

砂から１８種類の真菌の分離に成功し、海綿

サンプルから２０種類の真菌の分離に成功

した。平成２２年度はビアック島周辺を調査

地域として、周辺サンゴ礁域 8箇所から合計

１０４サンプルの生物試料を採集した。また、

同時に採集した海砂からは、２５種類の真菌

を、海綿サンプルから２８種類の真菌を分離

した。平成２３年度については、フローレス

島マウメレ地域について調査を行い、８箇所

のサンゴ礁域から、合計９３サンプルの試料

を採集した。また同時に採集した海砂からは、

１０種類の真菌を、海綿サンプルからは３９

種類の真菌を分離した。 

 採取した底生海洋生物は、７０％エタノー

ルでの固定を行い、標本として保管した。さ

らに、すべての生物標本には、年度ごとに番

号を付与し、水中写真と共に、生息分布状況、

生息環境、形状・色等の形態的特徴を整理し

たリストの作成を行った。また、採取した各

底生海洋生物の抽出エキスを調製し、これを

抽出エキスライブラリーとして保存した。 

 分離に成功した真菌についても同様に、年

度ごとに番号を付与し、分離源の情報と共に

リスト化した。また、これら菌株をグリセロ

ールストックとして保管すると共に、数種類



 

 

の培地で培養・抽出したエキスをライブラリ

ー化した。 

 現在、継続して生物活性スクリーニングを

進めており、いくつかの活性が見られたサン

プルから、活性試験の結果を指標にした活性

物質の分画・精製と化学構造の解析を進めて

いる。今後、得られた活性評価結果と産生成

分の情報をリストに加え、さらなるリストの

充実を図る予定である。 
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